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研究成果の概要（和文）：本研究においては、１）20 世紀の「生の哲学」や現象学における時間論,存在論と対比させ
ながら、西田独自の時間論の出現や変遷について明らかにする.２）一見異なるように見える西田の前期と後期におけ
る美学と、時間論の関係について論考することを試みる. ３）上記2点のために不可欠な作業である、西田幾多郎の著
作のイタリア語への翻訳および注釈を出版し、イタリアをはじめとしたヨーロッパに向けて研究成果を発信する.の3点
を目的としている。そのため、西田の著作について、各時期で「時間」の概念がどのように記述されているかについて
抜き出してまとめ、それと平行して、西田幾多郎全集イタリア語版の出版を順次行なった。

研究成果の概要（英文）：My research was characterized by the following three features: 1) I tried to 
clarify the appearance of and the changes in Nishida's theory of time by comparing it with 20th century 
"philosophy of life" and phenomenology.2) I tried to evaluate the relation of Nishida's theory of time 
with his aesthetics, albeit the differences between the first and the late period of his philosophical 
production seem to be at first glance notable. 3) In order to realise the first two points, I did 
translations and annotations of some of Nishida's works in Italian and made efforts to make the results 
of my research known in Europe, in particular in Italy.
In order to realise these purposes, I tried to summarize how Nishida deals with time in every period of 
his philosophy, and I started the publication of the first volumes of the Complete Works of Nishida 
Kitaro in Italian.

研究分野：哲学

キーワード： 比較哲学　美学　西洋哲学
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１．研究開始当初の背景 
 
本課題では，西田幾多郎の著作において，
「時間」がどのように捉えられているかを分
析し，彼の存在論，美学を時間の面から論ず
ることを目的としている．研究代表者は，か
つてハイデッガーの著作をイタリア語への
翻訳を行なっていたが，この 10 年余りは，
西田幾多郎全集のイタリア語翻訳に従事し
ており，その中から『善の研究』，『場所』，『取
り残されたる意識の問題』等の，ヨーロッパ
において紹介することが重要であると思わ
れる著作について，イタリアの出版社から翻
訳および解説を出版してきた．このような翻
訳作業を通して，西田における「時間は実在
の根本定式である」という彼の時間論の根本
テーゼに接し，時間の問題が，ハイデッガー
の Sein の思索と西田の Nichts の思索を深
く切り結ぶ点であると考えてきた． 

2014 年，イタリア語訳がマルシーリォ社
から刊行された『信濃哲学会のための講演』
（拙訳）の中には，「すべて実在するものは
時間的であり，時においてあると考へねばな
らない．」と述べられており，西田は自身の
存在論を，この時代から明確に時間論へと結
びつけ始めたと考えた．特に西田における美
学の中では，時間の体験が重要な位置を占め
ていると考えられる．本研究課題においては，
さらに時間と美が西田の中でどのように結
び付けられているかについて考察する必要
があると考えた． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究においては，西田幾多郎における
「時間」の分析と解釈を行ない，同時に関連
文献をイタリア語に翻訳する作業を行なう．
このことにより，次のことを目的とする． 
（１）20世紀の「生の哲学」や現象学におけ
る時間論，存在論と対比させながら，西田独
自の時間論の出現や変遷について明らかに
する． 
（２）一見異なるように見える西田の前期と
後期における美学と，時間論の関係について
論考することを試みる． 
（３）上記２点を行なうために不可欠な作業
である，西田幾多郎の著作のイタリア語への
翻訳および注釈を順次を出版し，イタリアを
はじめとしたヨーロッパに向けて研究成果
を発信する． 
 
３．研究の方法 
 
20 世紀の「生の哲学（Lebensphilosophie）」
や現象学において，時間論は一つの大きなテ
ーマである．ベルグソン，ハイデッガーはも
ちろん，ジンメル，フッサールなど多くの哲
学者達がこの「時間」というテーマについて
取り組んでいる．ベルグソンに大きく影響を

受けた若き西田は，このテーマから，自分の
思想を発展させ，晩年まで問題意識を持ち続
けたと考えられる．本研究では，西田のすべ
ての時代における時間論を著作から丹念に
取り出し，ベルグソン，アウグスティヌスや
1920 年代のハイデッガーらと比較する作業
を積み重ねていく．さらに，イタリア，パド
ヴァ大学哲学科のスタッフらとも共同して，
イタリアにおける 20 世紀の哲学や美学（ミ
ケルシュテッター，クローチェ，アガンベン，
パレイゾン等）とも比較していく．これらの
作業の過程で適宜翻訳や論文をまとめて出
版していく．これらの作業を通し，西田の哲
学の背景には常に時間があることを示すこ
とが目標である． 
 
４．研究成果 
  
 研究期間を通して，目的の（１）および（２）
のために，西田の著作について，各時期で「時
間」の概念がどのように記述されているかに
ついて抜き出し，まとめていく作業をおこな
ってきた．この作業に並行して，目的（３）
のために，西田幾多郎全集イタリア語版の出
版作業を引き続き行ってきた．初年度（平 25
年度）～2 年目（平 26 年度）は，『信濃哲学
会のための講演』のイタリア語を出版し，序
文，解説などに論文を掲載した．2 年目～最
終年度（平 27 年度）には，京都の国際日本
文化研究センターなどで，西田の時間論に関
して，「白隠の客」に着想を得た新しい論考
を発表，３年目に香港の国際会議でも発表し
て，国内外の様々な研究者と意見交換をする
とともに，論文の出版作業に結びつけること
ができた． 
国外では特に，イタリア，パドヴァ大学の
研究者らと綿密な打ち合わせを重ね，出版計
画等を見直してきた．また、平 25 年夏に、
ドイツ・ヒルデスハイム大学哲学科において、
「型の哲学」と題した集中講義を行ない、エ
ルバ―フェルト教授らや学生たちと日本哲
学や美学に関する議論を深めることができ
た。このように，著作のイタリア語への翻訳
を継続し，イタリアをはじめとしたヨーロッ
パに向けて研究成果を発信してきた． 
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